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個人の時代、 仏教の現場から T O P

Interview 池口龍法さん

浄土宗西明寺副住職・
「フリースタイルな僧侶たちのフリーマガジン」編集長・29歳

「フリースタイルな僧侶たち」内容がネットでも読めます。

１月30日の18：30からのトークイベントのゲストで
應典院に来山。http://commonsfesta.blogspot.netにて
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「仏教って
おもしろい。
仏教愛をまな板にのせようと思ったら、奇抜なタイトルになり

ました」。2009年８月、〈フリースタイルな僧侶たち〉と題した冊

子を発行した尼崎の浄土宗僧侶、池口龍法さんは語る。大学時

代に出会った多宗派の先輩・後輩僧侶やライター仲間と編集。

飲食店等での紙媒体の設置に留まらずインターネ

ット等で（フリースタイル）でフリー（無料）

に配布を始めた。

２号を発行した10月にはトークイベントを

企画し、冊子の連動する場へも関心が広がっ

た。マスコミ取材が殺到したことも重なり、設

置店舗も増え、支援者の会も組織された。部数は

創刊号の1500部から、２号は5000部、12月発行の

３号は6000部と増刷中。「今後は、お坊さんの研修

をやりたいですね。教育や介護の見聞を深め、やさ

しいことばをかけられる僧侶が増えればいいな、と」

志は篤い。 
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［特集］

寺子屋トーク
「対論！仏典から現代社会を問う」
2009・9・13

仏教の
可能性とは
何か。

死者との関係を問い直す。

　末木さんは基調講演で、「現在の葬式仏教は期限切れ、過去の

ものではないか。もう一度死者との関係を取り戻し、葬式仏教の果た

してきた役割を正当に評価してもいい」と話しました。また「葬式仏

教は近代社会の内側から底辺を支える非常の重要な機能を果たし

ていた」が、家意識の希薄化した現在は、その意味合いは大きく変

容していると示唆しました。釈さんも「時間のリアルな肌感覚がどん

どん短くなっている」と危惧を表明し、子どもの頃に死者儀礼をおもし

ろくもないのに、じっと座って我慢するというような「宙づり感覚」が

「われわれの時間の肌感覚を伸ばし、鍛えてきたのではないか」と話

しました。

　また、社会参加仏教について、末木さんは「ワンパターンではなく、

いろいろな形があっていい」とこれからのお寺の役割に期待し、釈さ

んは日本型のそれとして「應典院のようにいろんな人が交錯して運営

に参加していくような形にすすむかもしれない」と見方を示しました。

　仏教を哲学的に考察しながらも、そこから現代社会にどう糸口を

見いだしていくか、ふたりのスリリングな対論に会場は心地よい緊張

感が張り詰めました。

　「ヨーロッパ哲学のように『あるかないか』が問題ではなく、どういう

ふうに自分たちの関係を持つのか、持たざるを得ないのか、それが

問題になる」「あるかないかを問題にしないことが『空』で、『空』と『

縁起』は理論的に同じことになる。それが一番根本で大事なこと。

別の言い方をすると、白か黒か、どちらかが正しくてどちらかが間違

いとするのではなく、正しさの論理を捨てることだ」

　近代的なものの見方や価値軸を反転させる、仏教の柔軟な可能

性を改めて感じさせられた対論でした。

毎日新聞2009年10月29日「心のページ」より抄訳させていただきました。
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仏教に可能性は
あるか

大前敏行
Toshiyuki Ohmae

Spiritual
Opinion

寺が消えていく時代から
市民が問う仏教の新時代。

会社員。1953年生。92年、仏教を探求
する「東洋思想文化研究会」。99年、
「チベットを考える大阪の会」結成に参
加。現在、仏教を考える個人紙「無明
通信」を発行。

　最近、地方の寺で仏像の盗難事件が連続発生している。警察庁は

2008年の１年間だけでも全国で起きた寺社侵入窃盗は２千件近くに

達していると発表した。窃盗件数すべてが仏像とはいえないが相当

数に上るだろう。仏像ブームを背景とした盗難事件の大半は住職が

居住しない無人寺が被害を受けている。無人寺の数は全国的な調査

が不明だが、奈良県警の調査によると県下の無人社寺（神社も含む）

は1800余りで全総数の４割。奈良県下の寺数は1400だから無人寺の

多さにいまさら驚かされる。無人寺は数少なくなった檀家や地域住

民たちによって辛うじて管理され、法要などは幾つかの寺の住職を

兼務する僧侶に依頼してきた。無人寺でも檀家、地域の支えが残っ

ているのはまだ幸運な方で、高齢化、過疎化による廃寺も増加して

いる。住職の副業によってなんとか維持されてきた寺も行き詰まり

廃業を余儀なくされている。今、私たちの眼の前で寺が消えていこ

うとしている。

　その一方で現在、空前の仏教ブームといわれている。

　160万人が観た「国宝阿修羅展」、仏像ガールと呼ばれる若い女性

たちの仏像への関心の高まり、納棺師を描いた映画「おくりびと」

のヒット。また文学では高村薫「太陽を曳く馬」、天童荒太「悼む

人」など仏教の生死観をテーマにした作品が関心を集めている。四

国八十八ヶ所巡礼ツアーの人気も相変わらず高い。

　寺が消えていく中での仏教ブーム。仏像盗難事件は相反する両者

の狭間に立ち尽くす日本仏教の姿をあぶりだす。

　過日、應典院で開催された末木文美士先生（国際日本文化研究セ

ンター教授）と釈徹宗先生（如来寺住職）による「対論！仏典から

現代社会を問う」はこうした状況を見すえ日本仏教の可能性を探る

契機を私たちの前に提示した。

６人の市民からレポート

　仏教から現代思想へと架橋す
る、ふたりの初対論から何を感じ
取ったのか。140名の聴講者の中
から、独自の観点を持つ6人の市
民からコメントを寄せていただ
きました。

如 是

我 聞

仏教の賞味期限について

辻本  耐 （大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程、
浄土真宗本願寺派浄念寺副住職）

　今回の寺子屋トークのゲストである末木文美士先生か

ら「葬式仏教はすでに賞味期限切れである」というお話

がありました。葬式仏教とは、現在の仏教教団やお寺の

有り様を批判的にとらえた言葉ですが、それすらも通用

しなくなってきているという衝撃的なお話でした。確か

に、葬儀の形態も葬儀自体を行わない「直葬」などが増

えてきており、現代人の葬儀にかけるウェートは徐々に

減少してきています。しかし、葬儀のあり方やその意味

が変化してきていることと、仏教そのものの価値が失わ

れていくこととが誤って関連づけられているように感じ

ます。

　もともと仏教とは生きている人間との関わりのなかで

語られるはずのものであり、葬儀の形式とはあまり関連

がないはずです。仏教が葬儀との関わりの中でしか語ら

れなくなったことについて、僧侶はもちろんのこと檀信

徒を含めた関係者全員が反省する必要はあるでしょう。

先生のお話を聞きながら、仏教の本当の賞味期限を決め

るのは、「お葬式」ではなく、そういった人たちの「意

識」であるように私は感じました。

書を説きおこし、
問いを重ねる場の楽しみ
田川  純弘（ジュンク堂書店千日前店副店長）

　今回、店頭でのチラシ配布とポスター掲示に協力をさ

せていただきました。専門書分野では正直、あまり無い

ことです。しかし、秋田光彦住職からのご提案は当店の

規定に無理なく当てはまるもので、スムーズに話が運び

ました。会場もご盛況だったとお見受けし、わずかでも

お役に立てて、うれしい限りです。

　釈先生も関西ではネームバリューのある兵庫大学の若

手看板教授でもあります。加えてメインの末木先生は、

単独著書は少ないものの明確な文体でファンがいて、ぼ

くの認識では「売れ筋」著者。神仏習合に関しても論が

あったと思います。文章からはもっと見た目も厳しい方

かと思っていましたが、違う面をお見受けし意外でした。

　ぼく自身は特に宗派にこだわりもなく、会の後では「生

國魂さん」にお参りするような男です。ただ、今の殺伐

とした世相には漠とした不安を抱いており、さまざまな

形で世の中に積極的に関わっていこうとされている活動

姿勢には、感動いたしました。がんばってください。

仏教ブームの陥穽

　「事故住宅」という聞きなれない語句の後に続く「病死」、「自

殺」という文字に、一瞬、ギクリとした。例年配布される大阪市営

住宅募集要領のページをめくっている時だった。老後を独りで暮ら

すには地域のコミュニケーションが少しでもある市営住宅の方がよ

いだろう、との切実な思いからの毎回の申し込みも落選の憂き目が

続いている。募集部屋リストの備考欄に「事故住宅」という語句が

初めて登場したのは07年。その部屋で起きた「事故」を入居後に知っ

葬式仏教の終焉
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如 是

我 聞

初めて『寺子屋トーク』に参加して

老野生  淳一（真宗大谷派安専寺住職）

（ペシャワール会会員）

　應典院と秋田光彦氏の存在は一昨年松本市の神宮寺

（高橋卓志住職）「尋常浅間学校」において初めて知っ

た。斬新で開かれた寺院の在り方に大いに興味を惹かれ

た。その應典院で、幅広い学識と厳密な手法で仏典を読

み解いてこられた末木文美士氏と、気鋭の宗教学者・釈

徹宗氏が対談するという情報を、これまた今を時めく思

想家・内田樹氏のブログで発見。関西在住の長女、釈氏

を師と仰ぐ大学院生の長男と共に即日申し込んだ。

　末木氏の講演は、著書から受けるイメージからは想像

できないセンシティブなものだったが、釈氏との対談と

も合わせ内容は、時間的制約を思えば、満足のいくもの

だった。が、今後さらにテーマ「仏典から現代社会を問

う」内容に深く切り込んでいただければと思う。

　この『寺子屋トーク』は56回にも及ぶという。仏教徒

として学びの姿勢、住職としてお寺の存在意義について

大きな示唆をいただくことができた。今後とも質の高い

情報発信の基地として機能し続けていただきたい

時間の肌感覚を思い起こした一日

松井  千代美
　お寺の持つ静謐さに惹かれ、仏像のお顔に見惚れ、無

意識に仏教を通しての伝統や文化に興味を持っていたに

もかかわらず、私は長く密かにお寺拒否症を患ってきま

した。どうしても、信仰の対象として捉えた時、好きに

なれなかったのです。それは見聞きした僧職にある方の

言動が、私の思うそれとかけはなれていたからです。教

義を知っている訳でもなく、ほんの数人の出会いでしか

なく、完全無欠を求めている訳ではないのですが、仏教

からは距離を置いていました。

　ただ今回、さまざまな人が慕い、集い、繋がるお寺で

の場に参加させていただき、仏教拒否症の漢方薬をいた

だいた気がしています。思えば、子どもの頃、近くに住

む伯父の家に行くと真っ先に仏壇に向かいお線香をあげ、

手を合わせていました。それは、儀礼の中にある理解不

能な他者である死者と語り共に暮らしていたのでしょう

か。手を合わせている僅かな時間、一瞬背筋に入るひん

やりした緊張感、そこには普遍的な正しさの理論など問

題ではなく、場を感じる力、即ち死者との交流があり、

癒され、生きる力を頂いていたのですね。死者は閉じ込

められているのではない、閉じ込める存在ではない。末

木先生と釈先生の対論を伺った今、そう思います。

た住民から寄せられる苦情を事前に避けようとする行政の苦慮の結

果なのだろう。

　孤独死が初めて広辞苑に載ったのは08年。「看取る人もなくひと

りきりで死ぬこと」この新しい語句が問題にしているのは、そもそ

も誰でも死ぬ時はひとりなのだから、「看取る人も」ないという部

分にある。看取る人がいないから孤独な死だ、と広辞苑は定義した

いようだ。

　事故住宅、孤独死という新しい言葉が同時期に相次いで登場した

のは偶然ではなく、近年、「看取る人もなくひとりで死んでいった」

人は確実に増加し続けている現状が背景にある。もっとも警察庁が

「変死」と扱うように定義が曖昧なこともあって明確な統計は無い

が、都市再生機構が管理する賃貸住宅で06年度、孤独死が517人に

上った。７年間で約2.5倍増えたそうだ。孤独死の定義を明確にし、

行政、病院などが共同して総合的に統計を取ったなら数字は確実に

増えるに違いない。

　孤独死。看取る者が不在な状況で死を迎えざるを得ない者が増え

続ける現状、つまり看取りが不在な社会を私たちは生きている。葬

式仏教が形成してきた、時には煩わしさも伴う家、地域コミュニテ

ィーからの自由の代償が孤独死であるとしたらあまりにも辛い。葬

式仏教の終焉を直ちに孤独死に結びつけることは短絡的であるとし

ても、私たちが失ったものは想像以上に大きい。末木先生は葬式仏

教の功罪を明らかにしつつ、日本のコミュニティー文化を底辺から

支えてきた葬式仏教も「賞味期限が切れた」と指摘する。

　末木先生は「檀家制度は80年代に崩壊した」と指摘し、その理由

として「戦前憲法を記憶している世代が社会の第一線から引いた」、

つまり社会的な世代交代を挙げる。これに代わって登場したのが60

年代後半に青春を送った団塊の世代に代表される戦後派。世代交代

でみると80年代が戦後の始まりともいえる。

　バブル景気を象徴とする80年代は人びとに尚も意識変化を促した。

それまでの家や地域（寺も含まれる）、また職場などの帰属社会が崩

れはじめ、人びとが個人としての意識を強め様々な「自分探し」、「自

「自分の時代」の始動
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儀に当たって、親しく付き合ってきた近所の人たちのつながりをい

ともたやすく切り捨てる。身内だけの葬儀のよさは捨てがたいとと

思うが。親が頼りとしてとしていた近所の人に最期の別れの機会を

提供してほしい」と結ぶ。これに「他人の参列受け入れた遺族」（79

歳女洋裁業・4/11）は友人の死の際、最初、「家族だけで送ります」

と参列を断った娘さんも説得に応じ、後に故人が「地域であんなに

楽しく暮らしていた事に感謝」する手紙が届いたエピソードを寄せ

ている。

　「庶民からは遠い仏教の世界」（48歳男会社員・4/18）は「庶民

が『おくりびと』に共感するのは、納棺師が死者を大切に扱ってく

れるその姿勢に感動したのだと思います。現実の僧侶は通夜や葬儀

に来られるだけ。金銭で戒名を売る宗派も存在します。そんなお寺

さんに庶民が『癒されたい』と思うでしょうか」と映画「おくりび

と」を観て僧侶のあり様を批判する。

　「戒名断り、母は無宗教の墓へ」（52歳男会社員・11/17）は母の

葬儀に菩提寺から「戒名50万円、葬儀60万円のところを計80万円に

すると説明され……高額で価格もあやふやな戒名に不信感を感じて

おり、『要らない』と申し上げた。すると『出ていってくれ』と言

われてしまった。……結局、菩提寺の墓から先祖代々のお骨も引取

り、宗教的な制約の無い墓に母と先祖が俗名で安住することになっ

た」が「これでよかったのか」と投稿者は悩む。これに「お経も戒

名もなしで構わぬ」（59歳女主婦・11/24）と自分たち夫婦は「葬式

はお寺さんを呼ばず家族だけでし、お経の代わりに故人が好きだっ

た曲を流します。戒名はつけません」。その理由は「お寺とは金銭

を巡って長年の不信感が募り、悩みの種」だったそうだ。

　投稿欄に仏教や寺のあり方、現状、不満の意見が交わされるが、

そこに肝心な僧侶の姿を見ることは出来なかった。僧侶が発言しな

いのである。その中で他の紙面に掲載された戸次公正氏（真宗大谷

派南　寺住職）の「お経は日本語で　意味不明でありがたいのか」

（9/24）で「私は日本の仏教徒の最大の忘れ物は、すべてのお経

（一切経、大蔵経）の日本語訳が未完のままであることだと考えて

います……読んでわかり、聞いてうなずけるお経に遇うことが機縁

となってこそ、より奥深い仏典の世界へのアプローチが広がるもの

と確信しています」との主張に対して投稿欄は直ぐ応じた。「『お経

は日本語で』に賛成」（78歳男無職・10/1）は「意味不明のお経に

頭を垂れ、まだ終わらぬかと上目遣いに僧侶の顔を見る。自分の葬

儀は音楽葬でやりたいと考えたのは、この辛抱を参列者に味わって

もらいたくないと思ったのも一因だ」とする。「聖書なみに親しめ

るお経望む」（82歳男無職・10/20）も「お経をわかりやすい形にす

ることが仏教の生まれ変わり」と賛成する投稿が続いた。

　仏教への期待を滲ませた批判が続く中で、最も印象に残ったのは

派遣村が取り出された2008年末の「困窮者たちを仏教界救って」

（77歳女主婦・12/28）だった。「ニューヨークなどでは教会が率先

してホームレスに食事を提供している。日本でお寺が早々と困って

いる人たちに炊き出しをしたとか、境内にテントを張って避難場所

を提供したという話を聞いた事が無い。葬式仏教となり、お寺と人々

庶民からは遠い仏教の世界

分らしさ」に新たな活路を求めた。「自分の時代」が始動したのだ。

　檀家制度の崩壊に連動するかのように80年代は様々な社会集団も

また危機に襲われた。労働組合は組織された労働者が国民全体の20

％にまで落ち込んだ80年代に個人でも加盟できる「ユニオン」をス

タートさせた。生活協同組合（生協）が消費者の生活スタイルが多

様化し、「ご近所意識」が希薄となり従来の班活動が低迷する状況

に宅配スタイルを導入したのが80年代。

　この時、社会集団に厳しく問われたのは、これまでの高い位置に

立って旧来の高尚な理念を声高に叫ぶスタイルからの転換であった。

「ユニオン」や宅配方式は労組、生協が「自分の時代」に対応した

結果といえる。

　冒頭で述べたように無人寺、廃寺が増加し、葬式仏教の「賞味期

限が切れ」、檀家制度が崩壊を迎える中で、逆に市民の仏教への関

心は急速に高まりつつある。また仏教のあり方をめぐる市民の発言

も目立つ。

　朝日新聞の読者投稿欄である「声」を例にとってみると、この１

年間で寺、葬儀、墓、戒名……仏教に関連する投稿記事数は20余

り。これは紙面に掲載された数だから投稿数はその数倍だろう。朝

日新聞が他紙に比べて仏教に関心が高いとも思えないし、むしろ他

紙の中には日本仏教との縁が強い新聞社がある。その朝日新聞に読

者がこれほどの数の仏教に関連する投稿を寄せるのには驚く。

　最近の自然葬への関心の高まりを示して「お墓いらない　故郷で

海葬」（69歳男NPO職員・4/3）に対して「静かに広がる自然葬の関

心」（63歳主婦・4/15）の共感が寄せられ自ら海への散骨に立ち会

うボランティア活動を紹介している。その一方で「供花ないお墓増

えて憂える」（82歳男無職・2/24）は故郷の墓参りをした折に墓地

の墓全体の３分の１Ⅰ以上に花１本供えられていないことに驚き、

「近い将来、墓地は無くなるのではないか」と心配し、「村人や親類、

先祖とのコミュニケーションの場がなくなることを」憂いてる。

　こうした自然葬への関心や墓地の消滅への危機感の背景に縁者と

のコミュニケーションが希薄となっている深刻な現実ある。「死後

に迷惑？お墓撤去した」（85歳女無職・1/26）は亡き夫の墓を建て

たところ自身に子どもがいないことから縁者に「あなたの死後は親

類に何かと負担がかかると言われ」たので墓を撤去し合同墓に納骨

した。この投稿に反響は大きく10日後に「墓」として２件の投稿が

掲載された。「子どもの代で好きなように」（71歳女主婦）は「お

葬式は家族葬」で簡素に済ませ墓は子どもたちの好きなようにすれ

ばよい、と述べる。縁者の冷たい態度にもめげない先の投稿者の姿勢

に「希望失わない先輩から勇気」（57歳女教員）と共感の声も。

　葬儀の簡素化を求める傾向を反映した家族葬。故人と縁があった

者の意見として「最期の別れは知人も呼んで」（63歳女歯科技工士

・3/31）は友人の体験を紹介する。友人のAさんは近所のBさんと親

しく病院への通院にも付き添う仲だったが、Bさんが亡くなった際の

葬儀に「近所の人は来て頂かなくとも結構です」と断られた。「高

齢者は、行動範囲が狭くなる生活の中で、ふと心が温まるのは、近

所の人と心安い会話を交わす時ではないだろうか……それなのに親

仏教をめぐる市民の発言
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如 是

我 聞

核家族化時代に問われる
「弔い」の思想と原理

今井  信行（医療法人社団薫風会理事長／
  いまい内科クリニック院長）

（なにわ創生塾「仏教の世界」講師）

　第１部では、末木先生の人間くささに感動したとと

もに、「葬式仏教は、近代日本社会の基礎を支えるに

重要な役割を演じた」と同時に「賞味期限も過ぎた」

という指摘は大変刺激的でした。確かに、「家」社会

という概念が、近代日本を底辺から支える原動力であ

ったことは、間違いのないことでしょう。しかし、核

家族化を望み、「家」からの解放を望んだのは、ほか

ならぬ、市民であったのではないでしょうか？

　すると、市民社会の誕生、成熟という市民の願いが、

葬儀を遠ざけたと言えます。もちろん、市民社会の出現

に対応できる仏教のあり方を提示できなかった現代仏教、

現代の寺のあり様にも、一因はあるかもしれませんが、

葬儀を遠ざけ、寺を遠ざけたのは市民そのものとも考え

られます。

　ただし、必ずしも葬式仏教が必要とされていない現代

社会でも、「この苦に満ちた時代を、いかに処生すべき

か？」という思想としての仏教は、その価値を失うもの

ではないでしょう。実際、本日は人生の問題を見つめる

場を提示いただきました。そこに「仏典から、現代社会

を問う」というコピーが付けられていたことも印象的で

した。文字どおり、仏教の現代的意味を問う機会であり

ました。

死者の他者性を喚起する
葬式仏教の意味

大井  和也
　この度の末木氏の基調講演並びに釈氏との対談におけ

る議論の土台をなしたものは、末木氏流の「他者論」で

ある。換言すれば、『法華経』をはじめとする「仏典」

を通じて、日本を取り巻く宗教の現状としての「現代社

会」を「問う」ていた。

　もちろん、いまを生きる者との関わり抜きに存立しえ

ぬ社会参加仏教はいうまでもない。だが、末木氏は、賞

味期限切れと評される葬式仏教こそ、〈他者＝死者〉と

直面せざるをえない人間にとって果たすべき役割がある

と説く。そこに、相互了解可能な圏域としての公共性

（倫理）を超えた宗教の次元が開かれていると、実に末

木氏らしい提言だ。

　今回、仏という絶対的な〈他者〉と関わりあうところ

に菩薩の、ひいては大乗仏教思想の根幹を『法華経』に

見て取った。それによって“他者といかに関わるか”と

いう根本的かつ宗教的な課題が明白となった。この課題

にいかに具体的に取り組むことができるか、そこに「日

本仏教の可能性」が残されているのであろう。

サリュ

の関係が疎遠になったこともあるが、ここらでお寺が困っている手

を差し伸べ、仏の志を示して欲しい。お釈迦様は衆生を救うために

この世に生まれたのではなかったのか」と厳しい。これに対する僧

侶の投稿は皆無だった。

　葬式仏教の「賞味期限」が切れ、檀家制度は崩壊し、無人寺が急

増する中での仏教ブームは、人々が決して仏教と無縁で生きていな

いことを示す。問題は寺離れが急速に進行していることにある。そ

の原因が80年代に既成帰属社会からドラスティックに人々が流出し

「自分の時代」を形成し始めたにもかかわらず、日本仏教の大半が

手をこまねいて傍観する姿勢を取り続けたことにあると述べたら言

いすぎだろうか。「自分の時代」を揶揄し批判することは容易だ。

最近の様々な事件をその視点から解くことも出来よう。また「自分

の時代」に潜む危うさも視えている。しかし、「自分の時代」はま

だまだ続こうとしている。そうであるなら大胆にそして柔軟に、そ

れが仮に日本仏教本来のあり方から大きく逸脱しようとも「自分の

時代」に対応することが問われているのではないだろうか。

　市民から寺との距離が遠くなった、僧侶の存在が疎遠になったと

の声が大きい。危機感を抱いている僧侶たちからは「寺の変革」や

「参加型仏教」など様々な提言と試みがされているが、同意しつつ

ももう一つすっきりしない。それらの主張が寺を場所とし、法衣を

身にまとった姿から発せられているからだ。それは僧侶として当然

であるが、大半の僧侶が専従職ではない現実から眼をそらしてはい

ないだろうか。現在、布施だけで寺を維持し家族を養っていける僧

侶は本山勤務か、檀家が何千軒もいる寺か、大手の観光寺院など一

握り。大多数の僧侶は副業（僧侶は職業とも言えないのでこの表現

が妥当か解らないが）で生活をし必死に寺を維持してきた。大半の

僧侶は寺を一歩出れば公務員、サラリーマン、パート、アルバイト、

自営業者など様々な職業に従事している。私はこれが悪いと言って

いるのではなくむしろ日本仏教最大の強みだと言いたいのだ。僧侶

は私たちの身近にいる。これほど僧侶と市民が身近に存在している

仏教国はどこにあろうか。副業僧侶こそ市民であり宗派・教団の主

役であるにもかかわらず、何故その地平からの発言がみられない。

説法が何も高尚なものでなくとも日常のサラリーマン生活、アルバ

イト生活の実感を語った方がはるかに共感が得られるに違いない。

　市民の側も僧侶に対して自分と同じ市民として接する事が求めら

れる。僧侶が偉いとすれば昼間働きながら夜と休日の大半を仏教活

動に費やしているからだ。しかし、昼間働き、夜間、休日を仏教に

費やしている市民もいる。違うのは寺を維持管理し他人の死者儀礼

に立ち会うか否かだけだ。そうであれば市民もまた過剰な期待を

寺、僧侶に押し付けるのではなく、またその裏返しとしての一方的

な批判を浴びせるのではなく互いが共同のテーブルを形成すること

が問われる。それはさほど難しくはないだろう。僧侶は既に市民で

あり、市民からも仏教への関心も高まっているからだ。両者の共同、

協同の作業は既に着手されその萌芽も各地で芽生えている。私はそ

れを市民の仏教と呼びたい。そしてそれが「自分の時代」の終焉を

告げるものとなる希望を抱きつつ。

僧侶と市民が共同のテーブルへ
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田中市三 の 仏　書　探　訪
　
現
代
仏
教
の
課
題
解
決
の
糸
口
は
仏
典
＝
古
典

の
緻
密
な
再
読
に
あ
る
。
仏
陀
入
滅
後
、
遺
言
書

の
『
遊
行
経
』
を
原
点
に
『
無
量
寿
経
』
『
法
華

経
』
『
般
若
心
経
』
そ
し
て
日
本
伝
承
を
仏
教
説

話
化
し
た
『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
多
様
な
仏
典
が

編
ま
れ
た
。
す
べ
て
は
仏
陀
の
死
か
ら
始
ま
リ
、

そ
の
軸
足
は
個
人
救
済
の
小
乗
か
ら
社
会
救
済
の

大
乗
へ
と
移
る
。
経
典
解
釈
に
多
く
の
宗
派
祖
師

達
が
登
場
し
た
。
平
安
期
の
景
戒
、
最
澄
、
空
海
、

鎌
倉
期
の
法
然
、
親
鸞
、
道
元
、
日
蓮
、
江
戸
初

期
の
ハ
ビ
ア
ン
。
祖
師
達
の
著
作
と
生
き
様
、
時

代
背
景
を
詳
細
な
考
証
で
解
釈
批
判
を
加
え
、「
思

想
領
域
」と
「
民
間
信
仰
や
習
俗
、
社
会
制
度
領

域
」
の
二
層
合
体
と
い
う
仏
教
本
来
の
あ
り
方
を

見
直
す
。
仏
典
は
難
し
く
抹
香
臭
い
と
い
う
現
代

人
に
人
生
の
新
し
い
意
義
を
見
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

仏
典
を
よ
む
―
死
か
ら
は
じ
ま
る
仏
教
史
―

末木文美士 著
●新潮社（1700円）

　
死
者
も
ま
た
か
つ
て
生
き
て
い
た
歴
史
の
事
実

だ
。
そ
の
存
在
は
仏
と
共
に
「
他
者
」
と
し
て
私

達
に
強
く
関
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
代
倫
理
は

こ
の
重
要
な
歴
史
感
覚
を
喪
失
し
、
す
べ
て
の
行

為
行
動
を
「
生
者
」
の
視
座
で
捉
え
、
解
決
不
能

な
問
題
を
非
科
学
と
し
て
無
視
す
る
。
近
現
代
仏

教
を
「
葬
式
仏
教
」
の
枠
組
み
で
捉
え
、
蔑
視
排

斥
す
る
。
倫
理
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
は
そ
こ
か
ら
始

ま
っ
た
。
「
仏
教
の
本
源
を
考
え
直
せ
ば
」
日
本

独
自
の
本
覚
思
想
は
「
向
上
の
契
機
」
を
喪
わ
し

め
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
仏
教
の
本
質
で
も
な
く

「
倫
理
性
の
欠
如
」
と
も
断
定
で
き
な
い
と
言
い

切
る
。
そ
し
て
広
島
や
靖
国
問
題
に
も
論
を
敷
衍

し
な
が
ら
、
近
年
注
目
の
「
社
会
参
加
仏
教
」
に

賛
同
し
、
今
こ
そ
仏
教
が
内
在
す
る「
超
・
倫
理
」

性
を
真
摯
に
見
直
し
た
い
と
提
言
す
る
。

仏
教
Ｖ
Ｓ
倫
理

末木文美士 著
●ちくま新書（740円）

　
「
宗
教
経
典
が
他
の
書
物
と
違
う
の
は
、〈
声
に

出
し
て
読
む
〉
よ
う
に
で
き
て
」
お
り
、
そ
う
で

な
い
と
「（
あ
る
種
の
）
共
振
現
象
が
起
き
な
い
」

「〈
特
性
〉」
を
持
つ
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

章
を
追
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
一
神
教
の
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
、
ユ
ダ
ヤ
、
キ
リ
ス
ト
、
イ
ス
ラ
ー
ム
。
多
神

を
説
く
神
道
、
仏
教
な
ど
各
聖
典
の
エ
ッ
セ
ン
ス

と
信
仰
形
態
、
習
俗
、
そ
れ
ら
に
纏
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
、
関
連
映
画
の
コ
ラ
ム
紹
介
な
ど
で
各
宗
教

宗
派
の
実
態
を
実
に
興
味
深
く
解
明
す
る
。
ア
メ

リ
カ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
関
係
、
チ
ベ
ッ
ト
人
権
問

題
な
ど
に
も
触
れ
、
現
代
に
お
け
る
宗
教
の
必
要

性
、問
題
性
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
提
示
。一
神
教
対

多
神
教
の
枠
組
み
の
中
で
「
何
か
の
宗
教
を
選
」

ぶ
必
要
に
迫
ら
れ
た
時
、「
な
に
を
選
」
び
何
に

「
共
振
」
す
べ
き
か
に
も
熟
慮
を
促
す
。

宗
教
聖
典
を
乱
読
す
る

釈  徹宗 著
●朝日新聞出版（1700円）

　
時
代
は
そ
の
様
相
に
従
っ
て
必
要
な
人
物
を
世

に
送
り
出
す
。
不
安
定
不
透
明
な
時
代
、
人
々
は

絶
対
の
価
値
観
を
求
め
る
。
ハ
ビ
ア
ン
は
混
迷
の

時
代
を
駈
け
抜
け
た
仏
教
界
の
異
端
児
、
い
や
時

代
を
先
取
り
し
た
合
理
主
義
者
だ
っ
た
の
か
。

禅
僧
か
ら
改
宗
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
護
教
者
、
仏
教

儒
教
神
道
批
判
書
『
妙
貞
問
答
』
を
著
し
、
林
羅

山
と
対
決
２
年
後
突
如
棄
教
、
女
と
失
踪
。
死
の

前
年
に
キ
リ
シ
タ
ン
批
判
書
『
破
提
宇
子
』
を
書

く
ハ
ビ
ア
ン
。
著
者
は
そ
の
起
伏
と
謎
に
富
む
生

涯
と
二
つ
の
著
作
に
綿
密
な
照
明
を
当
て
る
。
新

村
出
、
遠
藤
周
作
、
山
本
七
平
な
ど
の
様
々
な
評

価
を
紹
介
分
析
し
つ
つ
、
ハ
ビ
ア
ン
の
宗
教
家
と

し
て
の
着
地
点
を
探
る
。
そ
こ
に
は
「
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
と
の
共
通
項
も
見
え

る
が
、
苦
悩
す
る
ハ
ビ
ア
ン
の
実
相
と
は
…
…
。

不
干
斎（
ふ
か
ん
さ
い
）
ハ
ビ
ア
ン

―
神
も
仏
も
棄
て
た
宗
教
者
―

釈  徹宗 著
●新潮選書（1200円）



Vol.1 2010 Winter

8

〈生死〉の
 学びの現場
 から。

Table Talk
出席者 宮原俊也

グリーフタイム主宰
尾角光美
Live on代表

若者たちのスピリチュアル・グロウ
個人にとっての精神的な拠り所として、
スピリチュアリティへの関心が高まってきている。
従来の宗教観などに縛られず、
人間存在のあり方を模索しはじめた若者たち。
應典院でのＮＰＯ活動を契機として、
「生死」と向き合う実践者たちが熱く語りあう。

司会：秋田光彦

●秋田　まず、自己紹介とそれぞれの活動に

ついて話してもらえますか。

●宮原　臨床心理士として大阪府内にある教

育機関で相談員をしています。仕事ともリン

クしていますが、「グリーフタイム」を始め

たのは、ぼく自身が学生の頃、母親を亡くし

ているのが大きな要因です。グリーフという

のは直訳すれば「悲嘆」ですが、ぼくは大切

な人やモノを失ったことによる気持ちの変化

や反応を大切にしようという意味として扱っ

ています。そういうことについて考えたくな

ったら、「グリーフタイム」に来てほしいと、

2009年から應典院を会場にお借りして、２カ

月に１回のペースで場を提供しています。い

つ誰が来てもいいんです。場では時間を過ご

しやすくするために、こちらが用意したワー

クを行う方法をとっています。手紙を書いた

り、亡くす前と後の暮らしを文章に綴ったり。

よくあるわかちあいの手法は使いませんが、

ワークをしながら、思い思いの時を大事に過

ごしてもらっています。

●尾角　宮原くんと一緒に「グリーフタイ

ム」の活動をしながら、「Live on」という

任意団体の代表を務めています。私は大学に

入る直前に母親を自死で亡くし、大学２年生

からあしなが育英会で親を亡くした子どもた

ちを支えるグリーフの活動をしてきました。

2006年に自殺対策基本法が成立してからは、

各地で講演活動や「いのちの授業」もさせも

らっています。

毎年、母の日の手紙を集めた本も制作してい

ます。母の日という記念日の由来は、1908年

に母親を亡くしたアメリカ人女性がカーネー

ションを捧げたのが始まりと知って感銘を受

けたのがきっかけです。母の日100周年に、

新聞で亡き母への手紙の投稿を呼びかけ、初

めて文集を作りました。手紙によって皆がつ

母親の死から立ち

サリュ
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大河内大博
ビハーラ21事務局長・浄土宗願生寺副住職

川中大輔
シチズンシップ共育企画代表

上がる

成長のベクトルで生きない

ながり、本自体がグリーフの場になっていま

す。2008年12月、101年目は、應典院でイベ

ントをさせてもらいました。

●川中　市民教育のＮＰＯを主宰していま

す。2007年から應典院で定期的に「生と死

の共育ワークショップ」を開催していますが、

その動機は祖母を亡くした個人体験がきっか

けになっています。肉親を喪失しながら、死

生観に対する自分自身の未成熟さをまざまざ

と突きつけられました。死生観は、自分がど

う生きていくかという人生哲学の基本のひと

つなのにもかかわらず、現代生活ではそこが

すっぽりと抜け落ちている。そんな話を仲間

としているうちに、デス・エデュケーション

（死の準備教育）について取り組みたいと考

えるようになりました。しかも単なる一方的

な教育だけでなく、参加者の内面的成長、ス

ピリチュアル・グロウも含めて考えたいとい

うことでワークショップ形式で取り組んでい

ます。

應典院に初めて来た時、２階から眺めた光景

に強烈な異境を感じました。死より生が充満

している世の中で、死と隣り合わせの空間で

ある應典院という場の力は大きい。日本では

宗教ときちんと向き合うチャンスが非常に少

ないのですが、信じる信じないは別にして、

偉大なる人類の叡智のひとつですから、それ

にふれないのはすごくもったいない。ワーク

ショップを通じて、一歩引いた目線で死生観

にふれることは、とくに重要だと思ってい

ます。

●大河内　生まれ育ったお寺の副住職の仕

事をしながら、平日は「ビハーラ21」という

ＮＰＯの活動と病院での傾聴ボランティアを

しています。大学在学中にホスピスを知り、

これこそ僧侶の天職と直感しましたが、すで

に1985年にビハーラが提唱されており、実践

されている人もいました。そんなすばらしい

活動がありながら、既存の仏教界は依然とし

て何も変わろうとしない。そこに強い危機感

を抱きました。すぐにでもビハーラ僧になり

たいという思いが募り、当時日本で唯一ビハ

ーラの緩和ケア病棟があった新潟の長岡西病

院に１年間、ボランティア・ビハーラ僧を経

験させていただきました。

2003年に他宗の同志と出会って立ち上げた

「ビハーラ21」では、安心して死んでいける

社会のために、様々なケアサポートを運営し

ています。グループマンションや訪問介護ス

テーションに加え、つい最近は知的障害者な

どの自立支援のためのケアホームを始めま

した。高齢者施設での臨床スピリチュアルケ

アも行っています。自坊では、檀家さんのご

遺族を中心にしたグリーフケアのわかちあい

の会を実施しています。将来はお寺を守って

いくのが私の役割だと思っているので、ビハ

ーラをお寺でできる形にしていきたい。特別

な環境に制限された活動では広がらないし、

お坊さんという日常の立場で、何ができるか

を示すことが大切と考えています。

●秋田　現代のスピリチュアリティへの関心

とかブームとか、若い人の立場からどう感じ

ていますか。

●宮原　スピリチュアルそのものを語るのは

むずかしいのですが、ひとつ言えるのは、現

代は世界が広すぎるということ。もっと狭い

方が生きやすいのかもしれません。あまりに

も間口が広くて多種多様な情報が入ってくる

ので、どんな価値観で生きていったらいいの

か分からずに困っている人がたくさんいま

す。

●川中　現代の若者は、周囲から「自分らし

く生きろ」というメッセージを全身で受け続

けています。学校ではキャリア教育が流行っ

ていますが、仕事と生き方がセットであって

全然隙間がないというのも、生きづらくなる

要因の一つだと思います。

●宮原　そもそも、生き方を模索すること自

体がしんどい。もっと本能に忠実になっても

よいのかもしれません。痛みやしんどい状況

を抱えながらも、「ありのままを生きる」と

いう考え方に惹かれます。成長とか発展とか、

そういうベクトルで生き方を考えない。そう

いう点で、グリーフがヒントを与えてくれる

ような気がします。

●尾角　私自身の経験を振り返ってみると、

様々な活動を通して生きる意味を紡いできた

ように思います。でもそれは、自死遺児とし

ての当事者性の中で「物語る場」があったか

らこそで、何のきっかけもなく生きる意味を

模索するのはむずかしいですよね。やはり共

に語り合う仲間や場が必要です。私の体験は

一般の若者のそれとは直接つながりませんが、

異なる体験を持つ者同士が出会って語り合い

始めると、そこに化学反応のようなものが起

きるのを実感します。喪失体験の有無は関係

なく、共有するところからそれぞれの物語へ

とつながっていく。若者のスピリチュアリテ

ィの起点もその辺りにあるのではないでしょ

うか。

●大河内　若い人たちを中心にスピリチュ

アルへの関心が高まっている背景には、よく

言われることですが、「公」から「個」へシ

フトしていく動きが横たわっていると思いま

す。どこまでも個人を追求していくにもかか

わらず、社会の中での存在価値も求めていく。

一人称を起点としていかに社会とのつながり

を考えていくかが、若者のスピリチュアリテ

ィの特徴ではないでしょうか。そこでは「生

きる意味」とか「希望」がキーワードになっ
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ていますが、一方で自分の中にある矛盾や混

沌といったものが、実はスピリチュアリティ

ではないのかという気もしています。組織に

従属したくはないけど、会社員をしていると

か、皆の役に立ちたいと言いながら、人を蹴

落としていかねばならないとか。生きていく

上でのサバイバルですが、それを肯定しない

と生きていけない。病院の中でも、そういう

混沌としたところを聴かせてもらうのが、

スピリチュアルケアに携わる私たちの役割に

なっています。

●川中　生きる意味や、自分の存在価値とい

うのは、突きつめるほど分からなくなる。し

かし、あえて言えば、分かった気にならず

「かき乱す」ことがスタートではないかと思

います。その混沌の中から浮かび上がってく

るものが大事でしょう。だから、悩みを抱え

ながら生きていく力が必要なのではないでし

ょうか。折り合いをつけながら、悩みながら

生きていくことが、現代のスピリチュアリテ

ィではないかと思います。

信仰とつまみ食い
●秋田　ところで、大河内さんが、ビハーラ

の仕事が仏教本来の仕事だと感じた理由は何

ですか。

●大河内　いろいろありますが、近年の日本

の仏教はずっと葬式仏教できましたが、私は

そこを変えたかったという本心があります。

生きた人と関わりながら、仏教のいう本来の

生老病死に関わる活動を担うところに僧侶と

しての使命があると思ったからです。でも、

最近若い人と話していると、仏教への期待は

けっして小さくないな、と感じます。あまり

悲観する必要はないのかもしれません。

●尾角　私も捨てたもんじゃない派です。最

近流行っている路上詩人が書く若者へのメッ

セージにしても、紐解けばきっと仏教的な言

葉がいっぱい埋め込まれているはずです。

「今を生きる」とか「ありのままでいい」と

か、本来、仏教が発信していたメッセージだ

と思います。むずかしい仏教用語を使わない

だけで、内容そのものは若者の心に響いてい

く。つまり、若者にとって仏教の哲学や思想

の力は求めているけど、これまでの枠によっ

て届けられるものとは違うということなので

しょう。生死は絶対に誰しもが向き合う問

題。それを普遍的に扱っている仏教は捨てら

れるわけがない、と思います。

●宮原　ぼくは仏教の知識は全く持ち合わせ

てないのですが、お寺には「ゆっくりしてい

っていいんだよ」という包容力があると思い

ます。何にも言ってくれないけど、ただお墓

や仏さまを拝んで帰っていい。宗教そのもの

には関心はないけれど、グリーフの活動に通

じる場としての魅力は感じますね。

●川中　大河内さんの中では、宗教家として

の立場とスピリチュアルケアの立場に矛盾は

ないですか。

●大河内　スピリチュアルケアは、相手の主

観的な世界に寄り添う態度であって、仏教の

布教教化の考え方とは別のものです。でも、

私自身が実感しているのですが、自分が救わ

れる道がないと、本当にスピリチュアルな問

いを発している人の声すら聞けません。そう

いう意味では、私自身の信仰にしっかり向き

合い、救われる道の土台を築かないと、本当

の意味での活動はできないと感じています。

川中さんにも、内に秘めた信仰はあるのです

か。

●川中　私はキリスト主義教育の学校に通っ

たことが契機となって、聖書を今も愛読して

いますが、信仰という境地にはまだ至ってい

ないですね。でも、最近の宗教ブームは、人

生哲学ならぬ人生宗教のようなもので、信仰

とはだいぶ異なるものだと思っています。教

義は全く関係なく、宗教は生きるヒントであ

り、トリビアであって、その実体にふれてい

る実感がない。自分の悩みを適当に宗教語で

回答してもらうと、解決したような気にな

る。つまり、つまみ食いをしている状況では

ないかと。既存の宗教を参考にはしている

が、本当の信仰にはならない。表面的なとこ

大　河　内　大　博
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市民社会とスピリチュアリティ

ろだけで終始してしまう。そこが現代の宗教

に共通した傾向かと思います。

●大河内　でも、ケアの現場にいると、つま

み食いでもオーケーというところがありま

す。信仰にはならないけれども、その日を生

き延びる信念になるのではないか。いまを生

きるためには不可欠なものとして、宗教が沁

み入ってくれることは十分あります。

わかちあいの会などに出ると、多くの人が僧

侶の心ない一言に傷つけられたという話を聞

きます。現代の信仰は、いろいろな意味でリ

スクと裏返しかもしれない。ただ、みなさん

がおっしゃるのは、亡くなった人と「もう一

度会いたい」ということで、それを「また会

えます」と確信を持って明言できるのは宗教

家だけと思います。

南無阿弥陀仏を唱えてもらわなくても、その

一点で人が救われるのであれば、私はつまみ

食いでもいいと思っています。

●秋田　皆さんの活動を通して、これからの

抱負を聞かせてください。

●川中　現代は、働いたり活動することが生

きることのすべてのような語りが多いです

ね。しかし、生きることは、もっと多様な形

で語られるべきだと思います。ワークショッ

プなどを通じて、本来の生きる意味を取り戻

すための問いかけを続けていきたいです。

●宮原　正直なところ、「グリーフタイム」

という活動はすごくしんどいです。ほとんど

助言もしないし、何しろ成果がわからない。

でも、そこを信じて大切にしていきたい。あ

なたを信じていますという無言のメッセージ

です。将来は、グリーフの施設をつくるのが

夢。何も語らないけれど、きっと強いメッセ

ージになると思います。

●尾角　偏見をなくそうという運動より、自

分の問題として捉えなおすことのほうが、は

るかに意味がある。そのひとつのテーマが死

やいのちです。光と影、また生と死が一対で

あるように、物事には両面性があります。成

長とかポジティブという単純なものではな

く、もっと混沌とした中にこそ、今の時代の

救いがある。だからこそ、「捉えなおそうよ、

一緒に混沌の中に飛び込もうよ」という声を

投げかけ続けたい。時代がますます複雑にな

っていく中で、救いを求める人に手を差しの

べられるような社会を作りたいと思っていま

す。

●大河内　市民レベルでのスピリチュアリテ

ィが興隆してきたところに期待していきたい

です。高齢者や障害者、赤ん坊も皆が同じ場

所で共存しあうコミュニティーの中に、自分

自身が生きている価値を見つめる場があった

り、仲間がいたり。そういう意味でのスピリ

チュアリティが根づいていけば、もっと成熟

した市民社会につながるのかもしれません。

宗教家としては、お坊さんが持っている非日

常的なものを積極的にスピリチュアリティに

役立てていきたいですね。

●秋田　宗教やスピリチュアリティの現場で

活動する皆さんが、この場で出会ってもらっ

たことは何よりうれしいですね。不安や悩み

を抱え込むばかりでなく、それを核としてど

う社会に還流させていくことができるか。皆

さんの取り組みが應典院の立ち位置と重なっ

てくると感じました。

これからもスピリチュアリティと市民社会と

の緊張関係をていねいに保ちながら、次の社

会に対する問いかけを期待しています。あり

がとうございました。
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サリュ

北村敏泰
 Toshihiro  Kitamura

 死 から
考え起こす
 生観
シンポジウム「葬送と宗教」から
浮かび上がったもの

Spiritual

front line

ジャーナリスト

激変する葬送の意識
1

　パネルディスカッション「葬送と宗教　死生観の視座を求めて」

にコーディネーターとして参加し、様々な示唆を得た。紙幅の関係

上、論議のアウトラインと筆者の考えとのごく一端を述べたい。

　最初に、筆者の認識を開示したが、現在の葬送・エンディングの

激変は、目覚ましい。葬儀、葬式も家族葬から直葬など様々。墓も

個人墓から永代供養墓、インターネット上の「サイバーストーン」

まである。また散骨や自然葬、遺骨を置物などに加工する「手元供

養」、果ては、遺骨をダイヤモンドにしたり、ロケットで宇宙に打

ち上げたり、環境のため遺体を「肥料」に加工したりするものもあ

る。

　いい意味で何でもありで、キーワードは、「自分らしさ」と言う

か、その流れで、自分の希望する葬送のあり方や終末期医療への要

望、死後の相続などのことを書き残す「エンディング・ノート」も

需要が増えている。

　この葬送激変の傾向には様々な背景があるが、ひとつは「多死社

会の到来」だ。現在100万人余の日本の年間の死者数は、人口推計

によると30年後の2038年には170万人にもなる。これは「団塊の

世代」が亡くなっていくという社会要因だが、この世代の特徴はパ

イオニア精神というか、「何でも自分で決める」「自分らしく」と

いうことだ。

　ある葬儀会社が団塊の世代を対象にエンディングに関する意識調

査をした中で、「あの世にひとつだけモノを持って行けるとしたら

何か」という答えのトップは「パソコン」であった。彼らは、葬送

も当然「自分らしく」と考える。

　また、葬送の激変の背景には、地域社会の崩壊や家族、人と人と

の絆の希薄化という問題も大きいし、深刻な経済格差問題もある。

 

　しかし、この激変の流れで最も大きなものは、「脱宗教化」だ。

直葬もそうだが、伝統的な仏式葬儀で実際には僧侶は添え物のよう

になっているケースもあり、「葬式仏教」的な批判の中で、「もう

葬式に宗教はいらない」という意見もかなりある。インターネット

の葬儀紹介サイトなどでは、葬儀一式のメニューとは区別した形

で、「宗教関係はオプション」としているところも多い。団塊世代

が働き盛りに座右の経済誌とした、あの「エコノミスト」の葬送特

集記事の見出しは「ここまで来た、葬式、墓、寺離れ」だった。

　だが、これでいいのか？　葬式、戒名など葬儀のことだけでなく

エンディング全般、つまり人間が死を迎えるということに宗教が無

縁であっていいのか？

　仏教関係団体の「臨床仏教研究所」が40歳以上の男女600人を対

象に行った意識調査で、「信仰する宗教があることは、あなたが死

に直面した時に心の支えになるか？」という問いに、「支えにな

る」との回答が70％に上った。また第一生命のライフデザイン研究

本部による「死に対する意識」の調査でも、「信仰心」が強い人ほ

ど「死ぬことが怖いと思わない」という答えが多くなっている。人

間が死ぬことの意味付け、つまり命とは何か、ということは、とり

もなおさず宗教の最大のテーマのはずだ。パネルでは、単に葬儀で

の役割にとどまらず、そこから現代の宗教のあり方、役割をも考え

ることを目指した。

　ディスカッションでは、各パネリストが上記の葬送の激変、とり

わけ「脱宗教化」を概観したうえで、葬儀自体が問題なのではな

く、そのあり方、内実が問題であるという認識はほぼ共通した。

　まず、葬儀という「儀礼の意義」が論議の端緒となり、廣江氏は

広義での「死の受容」という葬儀文化・儀式の意味が廃れていると

指摘。小林氏は、葬儀の意義を「故人が関わった人々へのお礼」と

して、それを欠く直葬などを批判した。だが笠原氏は、ブッダとイ

多様化する死生観3

葬式に宗教はいらない？
2
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「葬式仏教はすばらしい」
4

エスの死の例を挙げ、葬儀に否定的で、この教祖らが体現した「無

形の宗教性」に対して、その死後に形成された、儀礼に表象される

「有形の宗教」にも懐疑的姿勢だった。

　しかし論者の見解は、対立するように見えながら、笠原氏が儀礼

の対極として友人たちが故人を偲び合うという、自ら企画した葬儀

の例を挙げたように、死者と生者のコミュニケーションに意義を見

る立場では通底している。

　秋田師は、葬儀から長い時間軸を持った葬送、エンディング全体

へと問題の拡張展開を提示したうえで、生前個人墓「自然」やエン

ディング・サポートなどの取り組みを紹介する中で、「死は究極の

公共問題」と提起した。つまり、葬送文化の伝統の衰退と地域社会

・共同体の崩壊、それらの相似形としての、「自分らしさ＝自分勝

手」と「一人称の死」「自分だけの死生観」の蔓延を挙げ、それに

対して、地域での看取りやサポートなどを具体的イメージの例とし

ながら、「二人称の、みんなの死生観」やその行く手に展望される

であろう生活文化としての仏教、そのようなものの「結び目」とし

ての寺の役割を示した。

　筆者は、葬送・エンディングや死生観の問題は、死が究極的局面

であるがゆえに当然そこから想起されはするが、実は生の問題、つ

まり葬儀や終末期医療の自己決定なども詰まるところ生き方の問題

であり、しかも社会との関係の中での生き方の問題であると考えて

おり、同様に宗教は当然、死だけでなく人間の生、社会的要因も含

めた生の全体に寄り添うべきものだと考えている。

 

　お気づきのように、「葬送と宗教」という論の立て方自体、長い

人の生の中の死という狭い“窓”から、本来人生全体に沿ってある

べき宗教を覗くような、歪んだものではある。だがこれは、僧侶が

葬儀のスタッフたるかのように批判的に言われる「葬式仏教」の現

況があるからこそであり、逆には、上記の臨床仏教研究所の意識調

査にも示された、死と宗教との親和性の状況もある。Ｋ・マルクス

が宗教をアヘンとしたのは、社会矛盾に背を向け自己閉塞する弊害

を言ったのであり、死に直面した魂・心にとっては、宗教は積極的

な意味での緩和ケアのモルヒネとしての役割が評価されるのが当然

だろう。

　秋田師がパネルで「（真の）葬式仏教は素晴らしい」と語ったこ

とは、前述の“窓”から入って本来の宗教のあり方へと全面展開す

るという意味で、極めて納得させられる。だが逆にいえば、死生観

が実は「生観」であるように、宗教が「死」からではなく語り始め

られ、実践されるべきものでもあるのは自明だ。ここでいう「語り」

は、「宗教を論じる」ことと、「宗教に立脚した話をする」ことの

両義である。

　應典院でのエンディングあるいはアートなど様々な取り組みも、

そのような「語り」と実践として高く評価されている。應典院に

は、そこで展開される例えば演劇など一見、宗教に関係のない営み

でも、背景に仏教が立ち上がって来るような「場の力」があると、

以前に筆者は述べた。同様に、秋田師のいう「きちんとした葬儀、

葬送」が実現すれば、そこに死を通して生のすべてを見通す仏教が

立ち上がる「場の力」が生じているのではないか。

　読売新聞社の「宗教意識世論調査」では、「何か宗教を信じてい

る」という回答がわずか22.9％であるのに対して、「神や仏にすが

りたいと思ったことがある」が53.9％と２倍以上だ。これは、既成

の組織的な宗教は信じないが、人智を超えて自分を導いてくれる偉

大な何かは信じる、ということを示している。この「何か」、言い

換えれば「宗教的なるもの」のうちで、既成宗教がカバーできてい

ない部分に対して、替わりにブーム的な「スピリチュアル」が広が

っているともいえるが、それがひたすら「癒し」や「優しさ」を売

りにし、苦との対峙や克服の姿勢、「共苦」という関係性が希薄で

ある点に、逆に、生老病死の生全体に寄り添う宗教の側が復権する

カギもあると考える。

　パネルでは秋田師が、「一人称から二人称へ」「個から公共へ」

のベクトルと、「知的学習」でも「発心」でもない「第三の道」と

いう道程とを示し、笠原氏は「宗教性」の内実として「生者の生き

方こそ重要」「死生観は自分で考えるもの」と指摘した。死生観の

視座の置き方は見えてきた。「宗教」をその大きなコンテンツ候補

とする、その「内容」の論議はこれからだ。論議の中で浮かび上が

った「人と人との関係性」がそのキーワードのひとつになるだろ

う。

人と人との関係性を問う
5

エンディング講座特別篇
パネルディスカッション

「葬送と宗教
―死生観の視座をもとめて―」

2009年11月21日（土）
主催●大阪YMCA人材育成・研修センター

パネリスト

小林　望（有限会社イースター式典社取締役社長）
秋田光彦（浄土宗大蓮寺・應典院住職）　
廣江輝夫（株式会社公益社執行役員）　
笠原芳光（京都精華大学名誉教授・宗教思想史家）
コーディネーター

北村敏泰（ジャーナリスト）
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法輪は
09年7月から12月まで、大蓮寺と應典院で起きた様々な動きを、レポートします。

エンディングセミナー2009

釈徹宗の経典講座

7月18日・25日/8月1日

8月23日

10月8日/11月5日/12月3日

死と家族をめぐる物語。
エンディングセミナー2009、開催。
　「大蓮寺・エンディングを考える市民

の会」が主催するエンディングセミナー

が、今年も「看取りと家族」をテーマに

３回連続で開催されました。

　セミナーは７月18日、遺族会でグリー

フケアにも関わる、葬儀専業最大手の公

益社執行役員廣江輝夫さん、同25日在

宅ホスピス医である、いまい内科クリニ

ックの今井信行さん、８月１日、看取り

体験の立場からアットホームホスピス代

表の吉田利康さんがそれぞれ講演と、ま

た私とのトークで進めました。いずれも

「看取りと家族」の体験を通して、現代

の死の臨床の問題を炙り出しました。各

回とも、定員の40名を超える熱心な参加

者で満場となりました。

　いつもながらですが、市民の関心が増

大する一方で、このテーマにおける宗教

者の発言が少な過ぎることをつくづく実

感しています。

見知らぬ死者を想う季節。
「自然・夏の集い」を開催。
　大蓮寺の生前個人墓「自然」では、会

員を対象に毎夏に「自然・夏の集い」を

開催、今年も８月23日に40名の参加者

が大蓮寺に集い、講演会、合同供養会、懇

親会を実施しました。ゲスト講師は、Ｎ

ＰＯ手元供養協会会長の山崎譲二さん。

　いわゆる家墓とは違い、個人が自分の

意志で生前に契約する「自然」では、会

員どうしの生前交流を重視しており、互

いを拝みあう「供養の共同体」を目指し

ています。最初はお墓がご縁で出会った

者どうし、見知らぬ相手と交流を通して

親睦を深め、やがて結縁のネットワーク

をつくっていきます。

　「自然」がスタートして、すでに７年。

90名の会員は多くが元気な方々ばかり

ですが、先に旅立たれた会員の霊をとも

どもに供養して、晩夏のひと時を過ごし

ました。

大乗は問い続ける。
釈徹宗の経典講座。

　既報寺子屋トークにも出講いただいた

気鋭の宗教学者釈徹宗さんの「應典院経

典講座」が、10月からスタート、今回は

「大乗経典を読む」と題して、10月８日

「空」と「唯識」、11月５日「浄土教」、12

月３日「密教」をそれぞれ講述いただき

ました。

　多くの著作で人気の高い釈さんの講義

とあって、毎回60名以上の参加があり、

会場手狭なため急拠大蓮寺客殿に移動と

なりました。釈さんが結語とされた「大

乗は問い続ける仏教である」とは、その

まま私の中枢神経に入り込んだ魅惑のフ

レーズでした。「そもそも大乗を３回で

語りつくすなど、到底無理」（釈さん）な

ので、ぜひ2010年秋にも続編を準備し

たいと思っています。

秋田光彦
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第３回浄土宗共生・地域文化大賞採択式典にて

第3回浄土宗共生・地域文化大賞。
お寺とＮＰＯの協働が続々登場。
　法然上人800年遠忌事業の一つとして

私が起案して、今回３回目となる「浄土

宗共生・地域文化大賞」の審査会と採択

式典が10月26日、総本山知恩院大殿で開

催され、表彰、助成、アイデア・企画の

３部門に設けられた各賞の受賞者に賞状

と活動奨励金などが授与されました。

　大賞150万円はＮＰＯ法人北九州ホー

ムレス支援機構と決まりましたが、私

はむしろ、お寺との協働による活動に対

して助成を行う「助成部門」で、外国人

子弟への日本語支援、環境保全、過疎地

の文化振興などさまざまな場面において

お寺が地域の拠点として活動しているこ

とに感銘を受けました。

　まだまだお寺には眠れる資源力があ

る。あとはこれをいかにエンパワメント

するか。運営委員長としても、いよいよ

次年度４回目に向けて、知恵を絞りたい

ものです。

遺志と意志と医師の間。
脳死・臓器移植を語り合う。

　11月15日、大阪市生涯学習ネットワー

クの事業「激論！市民のしゃべり場第２

回」に主幹の山口が出講。主催は団塊ア

クションネットワーク。駆け出しの僧侶

ながら、話題提供者として招かれた語り

場のテーマは「脳死、臓器移植どう考え

る?」と難題でした。

　主催者をして「プレゼンの魔術師」と

言わせしめたプレゼンの内容は、映像素

材を活用し、臓器移植の推進側（医師）、

臓器移植経験者（元患者）、生命倫理の

哲学者の３人の主張を並列して紹介。法

律改正により、故人が家族の意志を、遺

志として扱うかどうか、生命の問題と医

療の問題、そしてコミュニケーションの

問題と、多様な角度から熱い議論が交わ

されました。このテーマ、今後のひとつ

の柱としたいものです。

きびしい社会だからこそ
宗教の知を。
住職、主幹が
宗教間対話で発言。

　去る11月24日、橿原市の立正佼成会奈

良教会で「第６回奈良宗教者フォーラム」

が開催、天理教や立正佼成会の先生方と

一緒に「現代社会における救い」をテー

マに語りあいました。同フォーラムは、

古都における宗教団体のプラットフォー

ムで、東大寺、薬師寺、法隆寺、春日大

社、樫原神宮、天理教、立正佼成会など

が加盟、当日もフロアに奈良仏教の要職

者が勢ぞろいされていました。

　また同日、大阪のカテドラル聖マリア

聖堂にて、超宗教宗派で結成された実行

員委員会主催の、大阪希望館支援集会が

開催され、こちらには、主幹の山口が出

講しました。若者の貧困救済をテーマに、思

いやりある社会をいかに実現できるかを、

宗教を超えてともに語りあいました。

　以前、佛教大学四条センターにて開催

された講演シリーズが、このたび「日本

人と『死の準備』という１冊にまとまり、

角川ＳＳＣ新書から発行されました。１

部が山折哲雄先生の大論があり、２部を、

なごみの里の柴田久美子さん、高野山大

学の井上ウィマラさん、京都大学のカー

ル・ベッカーさん、医師の中村仁一さん、

仏教看護・ビハーラ学会の藤腹明子さん

らの論で構成されています。私の講演

「明日の供養を考える」もかなり圧縮し

ていますが、所載となっています。

　この講座、有料でしたがものすごい人

気で、200名を超える参加者が会場から

あふれたことを記憶しています。保守的

な京都でさえ、その反応です。世間の関

心は高まっています。

11月24日

11月15日

看取る、看取られる。
「日本人と『死の準備』」出版。

7月25日

10月26日



Vol.1 2010 Winter16

サリュ

▼今年の７月に高知で、医療関係者の研

修会に参加した。スピリチュアルケアの

講演や分科会に参加したが、よく見えな

い。スピリチュアルという言葉の咀嚼力

が大きく、解釈の幅もあるからだろう、

どうも共通の定義が共有されないまま、

口当たりのいいフレーズが先走っている

印象がある。

▼同時に、このスピリチュアリティとい

う言葉が浮上するにつれ、既成の宗教が

はげしく相対化されつつあるのも事実

だ。曰く組織教、教条主義、形骸化……

スピリチュアリティは、そういった旧来

の縛りから放たれた自由な個人の霊性運

動であって、そういう新しいフィルター

から見ると、伝統仏教なんてその名から

して古臭い。

▼伝統仏教にはさらに深刻な問題があっ

て、家制度や地縁共同体が壊れ、少子化

とともに葬儀とか墓が変容していき、将

来に明るい材料はない。しがみついてき

た「伝統」ブランドが解体すれば、日本

の寺院は自然に淘汰されていくのだろう

か。

▼應典院には、圧倒的に若者が多い。生

死に関心はあっても、彼らには「伝統」

の経験がない。だから、個人の感性や情

報を手掛かりに、生きる意味を求めるの

だが、それを心理学や精神医学で解決し

ようとしても限界に突き当たる。スピリ

チュアリティの許容度は大きいが、そこ

には物事を長いスパンで考える根拠とな

る規範がない。

▼唐突なようだが、なぜ應典院と大蓮寺

が同じ境内にあるのか、この二つの対照

的な寺が向き合うような関係にあるの

か、その意味がおぼろげに見えかけてい

る。さながら不易と流行が互いを緊張関

係に置くように、スピリチュアリティと

伝統仏教は何らかのレスポンスを始めつ

つあるのではないか。どっちがいい悪い

ではない。双方が寄り添い、支え合うよ

うなリレーションから、新たな宗教の相

貌が見えてくるのではないか。現場的な

感覚でしかないのだが、私にはそう思え

る。

▼小紙は、サリュ本紙とは別に年１、２

回の刊行を目指す。ふたつの寺で何が起

きているのか、その呼吸を報告しなが

ら、市井の書き手による新しい宗教社会

論も耕していきたい。併せてｗｅｂ版も

愛読してほしい。（MA）

Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

死
生
観
を
語
り
合
う
、開
か
れ
た
サ
イ
ト
。

ブ
ロ
グ
「
み
と
り
び
と
は
、ゆ
く
」
が
ス
タ
ー
ト
！

h
ttp
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ito
rib
ito
.b
lo
g
s
p
o
t.c
o
m
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■
自
分
の
死
を
創
る
時
代

　
７
月
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
と
同
時
に
、
は

じ
め
て
お
寺
で
「
み
と
り
び
と
は
、
ゆ
く
」
と
い
う

ブ
ロ
グ
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
模
様

や
私
や
仲
間
の
雑
感
な
ど
を
交
え
て
い
ま
す
が
、
も

ち
ろ
ん
布
教
ブ
ロ
グ
で
も
な
け
れ
ば
、
仏
事
の
Ｆ
Ａ

Ｑ
で
も
な
い
。
こ
れ
を
機
会
と
し
て
個
々
人
の
死
生

観
を
僧
侶
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
語
り
合
う
場
と
し

て
育
て
て
い
き
た
い
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
多
死
社
会
が
本
格
化
す
れ
ば
、
否
応
な
し
に
家
庭

は
死
の
臨
床
と
な
り
ま
す
が
、
死
の
プ
ロ
セ
ス
は
医

療
や
看
護
だ
け
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
当
事
者
や
家
族
の
日
常
に
お
け
る
死
生
観
の
成

熟
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
宗
教

な
き
現
代
で
は
誰
も
が
共
有
で
き
る
死
生
観
が
あ
り

ま
せ
ん
。
中
高
年
の
自
殺
問
題
や
い
じ
め
、
衝
動
殺

人
な
ど
、
す
べ
て
と
い
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
の
死

生
観
が
基
軸
を
欠
い
た
ま
ま
不
安
に
喘
い
で
る
現
状

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
死
の
意
味
が
よ

く
見
え
な
い
と
同
時
に
、
生
そ
れ
自
体
の
意
味
も
よ

く
見
え
な
い
「
死
生
観
の
空
洞
化
」
（
広
井
良
典
）

に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
、
「
今
こ
そ
仏
教
に
死
生
を
学
べ
」

と
布
教
師
た
ち
は
声
高
に
言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
そ
れ
で
お
っ
し
ゃ
る
通
り
な
の
で
す
が
、
個

人
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
現
代
、
昔
な
が
ら
の
流
儀

や
因
習
に
従
う
と
も
思
え
ま
せ
ん
。
地
域
共
同
体
が

壊
れ
、
葬
儀
も
個
人
志
向
で
多
様
化
し
た
よ
う
に
、

個
々
の
感
性
や
価
値
観
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
か

か
わ
ら
ず
、
過
去
か
ら
続
い
て
き
た
規
範
を
踏
み
越

え
て
い
き
ま
す
。
作
家
の
柳
田
邦
男
さ
ん
は
、
現
代

は
「
自
分
の
死
を
創
る
時
代
」
と
言
い
ま
し
た
が
、

ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
死
生
観
は
か
つ
て
あ
っ
た
も
の

を
伝
承
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
自
分
た
ち
で
参
加
し

な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
も
の
と
し
て
相
対
化
さ

れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
伝
統
仏
教
の
結
束
の
基
盤
と
な
っ
て
き

た
も
の
は
、
血
縁
で
あ
り
地
縁
で
し
た
。
そ
れ
が
壊

れ
て
急
速
に
個
人
化
が
進
み
、
信
仰
も
ま
た
家
単
位

か
ら
個
人
の
宗
教
の
時
代
に
大
き
く
転
換
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
教
義
が
授
け
ら
れ
、
絶
対
存
在

に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
受
動
態
で
は
な
く
、
自

己
の
気
づ
き
や
変
容
を
重
視
し
て
い
く
の
が
、
個
人

の
宗
教
の
顕
著
な
傾
向
で
す
。
そ
こ
を
檀
信
徒
教
化

と
い
う
フ
ォ
ー
カ
ス
（
つ
ま
り
家
の
宗
教
の
視
線
）

で
見
て
い
て
は
、
永
遠
に
か
み
合
い
ま
せ
ん
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
仏
教
は
宗
派
と
か
教
団
と
い
う
囲
い
を

取
り
払
う
と
忽
ち
存
立
不
能
に
陥
っ
て
し
ま
わ
な
い

か
、
と
い
う
危
惧
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。

■
参
照
点
と
し
て
の
仏
教

　
こ
の
ブ
ロ
グ
「
み
と
り
び
と
は
、
ゆ
く
」
は
檀
信

徒
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
宗
教
の
人
も
意
識
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
仏
教
は
絶
対
的
回
答
な
の

で
は
な
く
、壮
大
な
問
い
と
し
て
提
出
さ
れ
る
も
の
で

す
。「
浄
土
宗
で
は
…
…
と
考
え
ま
す
」
で
は
な
く
、

読
者
に
対
し
「
あ
な
た
は
ど
う
考
え
る
の
か
」
と
い

う
問
い
か
け
で
あ
り
、
「
と
も
に
考
え
、
と
も
に
悩

も
う
」
と
い
う
の
が
基
本
ス
タ
ン
ス
で
す
。
模
範
解

答
で
あ
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
十
分
で
す
が
、
現
代

の
死
生
観
に
は
対
話
型
の
ブ
ロ
グ
が
ど
う
し
て
も
必
要

だ
っ
た
の
で
す
。

　
書
き
手
は
私
以
外
に
も
僧
侶
や
市
民
数
名
と
分
担

し
て
い
る
の
で
、
一
貫
性
は
乏
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
仏
教
を
共
通
軸
と
し
な
が
ら
話
題
は
拡
張
し

て
い
き
ま
す
。
「
臓
器
移
植
改
正
法
」
「
衝
動
殺
人
」

「
安
楽
死
」
な
ど
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
意
識

的
に
社
会
問
題
に
つ
い
て
仏
教
の
死
生
観
か
ら
問
い

直
す
こ
と
を
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
仏
教
を

「
私
事
」
に
閉
じ
込
め
ず
、
い
か
に
公
共
的
な
も
の

と
つ
な
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
試
み
で
す
。
こ
こ
で

は
仏
教
は
答
え
と
し
て
で
は
な
く
、
重
要
な
参
照
点

と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
始
ま
っ
て
間
も
な
い
の
で
、
コ
メ
ン
ト
が
続

々
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
議
論
で
き
る

場
を
つ
く
る
、
と
い
う
意
味
で
は
、
少
し
ず
つ
関
心

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
で
ど
う
い
う
出
会

い
や
対
話
が
起
き
る
の
か
、
毎
日
楽
し
み
に
画
面
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
秋
田
光
彦
）




